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1.はじめに 

島根県奥出雲町には，奥出雲多根自然博物館がある。この博物館では，主

に全国各地で発見された恐竜や魚類の化石，鉱物などが展示されており，宇

宙の進化や生命の歴史を体感することができる。また，約 40 億年の生命の歴

史がパネルにまとめられており，その変化をイラストや展示物で見たり，本

物に触ったりすることができる施設である。 

これに関係して，小学校学習指導要領解説理科編(文部科学省,2017)では,

「博物館や科学学習センターなどと連携，協力を図りながら，それらを積極

的に活用すること」と述べられており，博物館と連携することで，学校では

体験することが難しい内容や豊富な情報を得ることができ，より深い学びが

期待できると考える。 

一方，学習指導要領では，育成を目指す 3 つの資質・能力として，知識・

技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等が示されてい

る。これらを育成するための基本的な理念として，「社会に開かれた教育課

程」の実現がある。学校が社会や世界と接点を持ち，多様な人々とつながり

を保ちながら学ぶことのできる，開かれた環境となることが求められてい

る。また，社会に開かれた教育課程は，「よりよい学校教育を通じてよりよい

社会を創る」という理念を学校と社会が共有し，社会と連携・協働しながら

子どもたちが未来の創り手となるために必要な資質・能力を育むために必要

なことである（文部科学省，2020）。 

変化が激しく，予想が困難な社会を生き抜いていくことができる力を子ど

もたちに育むためには，このような社会と学校での学習内容を切り離さない

教育が求められているのである。しかし，活動内容や関わる人材の偏り，断

続性が課題となっており（中央教育審議会，2015），学校と地域の連携・協働
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を継続的で目的あるものにする方法を検討する必要があると考える。 

現在，社会に開かれた教育課程の実現が求められている中で，各地で学校

と地域が連携した活動が行われている。学校と地域が連携することによって

子どもは様々な人と関わり，経験を重ね，生きる力を身に付けることができ

る。地域と関わりを持つことによって得られる学びの価値が存在する。一方

で活動に関わる人や活動が限定的であること，活動同士の連携が不十分であ

ることなどの課題も挙げられている。 

これらを踏まえて，学校教育と奥出雲多根自然博物館との連携を考える

と，現在，奥出雲町では奥出雲多根自然博物館見学の解説や理科授業の実験

助手，クラブ活動などで，町内の小学校と博物館との関わりが作られている

が，十分な連携とは言えない。毎年同様の交流が繰り返されることにより，

内容が更新されず，児童の実態に合っているとは言い難く，教員の時間の不

足や関心の差によって，活動内容も異なっている（菅田,2014）。 

このような現状から，町内の小学校と博物館が連携し，児童が興味・関心

を持ち，学ぶことができる方法を検討する必要があるのではないかと考え

た。そこで，本研究では地域資源である地元の博物館を小学校理科教育にど

のように取り入れることができるのかについて検討し，活用方法を構想する

ことを目的とした。 

 

2.奥出雲多根自然博物館と地域の小学校との連携の現状について 

 奥出雲多根自然博物館には，恐竜や魚類の化石，鉱物や岩石，地層などが

展示されており，約 40 億年の生命の歴史をパネル展示に沿って学ぶことがで

き，図 1 のように，迫力のある恐竜の化石やレプリカがいくつも展示されて

いる。また，全国各地の鉱物や魚類の化石などが展示されており，宇宙の進

化や生命の歴史を体感することができる博物館である（図２参照）。 

この博物館が地域の小学校と連携して行っている活動としては，主に 3 つ

ある。１つ目は，小学校のクラブ活動である。校外に出かけて自然観察を行

ったり，ミニたたらをつくったり，双眼実態顕微鏡を使って貝や鉱物の観察

をしたりしている。２つ目は，出前授業で，小学校理科の「ものの溶け方」

や「地層」などの単元で，実験助手や解説を行っている。３つ目は，小学校

への標本の貸し出し，出張展示である。他にも，町探検で博物館を訪れるな

どの連携が行われている。しかし，毎年同じ交流が繰り返されることで，形

式的になり，深い学びの機会になっているとは言い難いと考える。 

そこで，実際に連携した活動を行っておられる方の思いを知るため，学芸

員と小学校教員に，連携して授業を行うことに対する思いをインタビューし
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た。まず，学芸員の思い

について，クラブ活動

は，小学校の学習内容に

つながりや，身の回りの

自然に興味を持つ児童を

増やすことを意識して行

っている。生涯学習が推

進されている今，連携し

て授業を行うことは博物

館に親しむ機会になり，

本物に触れる経験をする

ことになるなど，良さを感じていることが分かった。しかし，活動の方法と

して，児童が理解しやすいように教員が学芸員から内容を学び，教員が児童

に伝えるほうが伝わりやすくなるのではと考えていることが分かった。 

小学校教員 2 人にもインタビューを行った。小学校教員は，連携して授業

を行うことで，知識が足りない部分が補われ，専門的な知識を踏まえた実験

の方法や安全管理など，助言を受けながら授業づくりをすることができる点

が良さだと感じていた。

また，児童が学芸員と関

わることで教員とは違う

大人と関わり，仕事につ

いて知る機会にもなって

いる。自然クラブの活動

では，普段の授業ではで

きない体験をする機会に

もなっている。インタビ

ューから，連携して活動

を行うことで，児童の興

味が広がり，学習内容の質も向上していることが分かった。 

また，双方へのインタビューから，連携して授業を行うことに関して，お

互いに良さや必要性を感じているが，一方で，授業の進め方として，教師と

学芸員の役割の分け方について課題を感じていることも分かった。 

 

3. 他地域における博物館と小学校理科とのつながり 

 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説理科編において，博物館や学習

センターなどとの連携について以下のように示されている。 

図１ 恐竜の化石やレプリカ  

 図２ 全国各地の鉱物や魚類の化石  
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 このことから，地域の博物館などの施設は，教科書上では理解しづらい内

容を実際に見たり触ったりしながら，学ぶ機会をつくることができる場所で

あることが分かる。 

 そこで，島根県内の自然系博物館施設と，福井県立恐竜博物館，御舟町恐

竜博物館が小学校と連携して行っている活動，小学理科 6 年「土地のつくり

と変化」において，恐竜の化石を取り上げている指導案・実践事例を収集

し，考察を行った。 

1）島根県の施設と小学校の連携活動の事例 

島根大学総合博物館アシカル(https://museum.shimane-u.ac.jp/Shimane- 

museumlink.html）によると，島根県には自然系博物館が 18 施設ある。 

これらの博物館のホームページ等から，小学校との連携活動を行っている

施設を調べた。小学校と連携して活動を行っている博物館は，18 施設中 8 施

設であった。これらの施設の活動を比較し，以下のことが明らかになった。 

・具体的な指導案を提示しているのは，出雲科学館，隠岐ユネスコ世界ジオパーク，島

根県立三瓶自然館サヒメル，島根半島・宍道湖中海ジオパークであった。  

・学習プログラムの例を提示しているのは，島根県立しまね海洋館アクアス，島根県立

宍道湖自然館ゴビウス，宍道湖グリーンパークであった。  

・施設独自の道具を生かしたプログラムや，地域ならではの環境を生かしたプログラム

がつくられていた。（例：出雲科学館やサヒメルのプラネタリウム，ジオパーク）  

・施設の見学や施設での体験だけでなく，学校へ講師を派遣する方法で行っているプロ

グラムもある。 

・1 単元のうち 1～3 時間のプログラムがつくられている。  

・施設の専門家による授業には，専門的な知識や方法が含まれた授業展開や観察の視点

が組み込まれている。（例：体験を基にした学芸員の解説，学習内容と環境学習を関連

付けた内容） 

・教科書だけでは分からないが，地域の施設の専門家と授業を行うことで，学校がある

(6)博物館や科学学習センターなどと連携，協力を図りながら，それらを積極的に
活用すること。 

理科の学習を効果的に行い，学習内容の深い理解を図るために，それぞれの地域
にある博物館や科学学習センター，植物園，動物園，水族館，プラネタリウムなど
の施設や設備を活用することが考えられる。これらの施設や設備は，学校では体験
することが困難な自然や科学に関する豊富な情報を提供してくれる貴重な存在で
ある。これらの施設や設備の活用に際しては，適切に指導計画に位置付けるととも
に，実地踏査や学芸員などとの事前の打合せなどを行い，育成を目指す資質・能力
を共有し，指導の充実を図ることが大切である。また，最近では学校教育に対して
積極的に支援を行っている大学や研究機関，企業などもあり，これらと連携，協力
することにより，学習活動を更に充実させていくことが考えられる。  

（下線は名和） 
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地域の観察スポットを知ることができる。 

2）恐竜博物館と小学校の連携活動の事例 

研究対象にしている奥出雲多根自然博物館には，恐竜の化石も複数展示さ

れている。そのため，日本各地の恐竜博物館がどのような活動を行っている

のかについても調べ，福井県立恐竜博物館，御舟町恐竜博物館のホームペー

ジを基に，活動内容について整理した。 

（1）福井県立恐竜博物館 

福井県立恐竜博物館は，恐竜の化石が数多く発掘されている福井県にあ

る，地質・古生物学博物館である。展示室は，「恐竜の世界」「地球の科学」

「生命の歴史」の 3 つのゾーンがあり，千数百もの標本の数々，大型復元ジ

オラマや映像などを見ることができる。また，この博物館では，学校教育支

援を行っており，ホームページには主に 5 つのプログラムが示されている。

また，恐竜授業または体験実習，館内見学，野外恐竜博物館の約 4 時間のモ

デルコースも提示されている。この博物館では，博物館で体験しながら学ぶ

ことだけでなく，資料を多くの人に提供する仕組みも作られていることが分

かった。 

（2）御舟町恐竜博物館 

御舟町恐竜博物館は，白亜紀後期の地層としては国内で最も多様な恐竜化

石を産出している御船層群のある，熊本県益城郡御舟町の施設である。常設

展示は「導入¬ 太古の世界の探究」・「白亜紀の御船」・「脊椎動物の進化」・

「恐竜たちの世界」・「生命と地球」というテーマで構成されている。「オープ

ンラボ」と称するバックヤードもあり，化石クリーニング作業室だけでな

く，研究室や収蔵庫まで公開されているため，博物館の職員の仕事をいつで

も見学することができる。また，常設展示見学・学習活動の 2 時間コース

や，常設展示見学・化石採掘体験の 3 時間コースなども提示されている。こ

の他に，「御舟町恐竜博物館教育旅行ガイド」が作成されており，展示室ごと

に，学習方法やワークシート例など，活用方法が具体的に示されている。こ

の博物館では，恐竜や化石に親しみを持って学ぶことができるよう，実際に

触れたり，様々な方法で学習したりすることができるような活動が考えられ

ていることが分かった。 

3）恐竜の化石を取り扱っている指導案，実践事例 

 小学理科 6 年「土地のつくりと変化」の単元において，恐竜の化石を取り

上げて授業を行っている指導案，実践事例について，北広島市立大曲東小学

校，福井大学と永平寺町立志比北小学校，福井市立円山小学校，敦賀市立中

郷小学校，そして加東市立三草小学校での実践等を収集・整理した。 

（1）北広島市立大曲東小学校 
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平成 24 年の 6 年理科「大地のつくりとはたらき」の授業では，実感の伴っ

た理解を意識して作られており，子どもたちの興味関心の高い化石を導入と

して扱っている。地元で化石が見つかっていることを子どもたちが知ること

で，より学習意欲が高まっている。この授業では，地元の化石や地層を取り

入れながら展開していた。また，事前の調査で明らかになった児童の興味に

合わせ，導入で化石を提示していた。地元で化石が見つかっていることを知

ったり，地元の柱状図を使って考えたりすることで，児童の興味が高まりや

すくなると考える。市内の学校の柱状図を使うことで，地層の広がりやでき

方が考えやすくなっていた。 

（2）福井大学と永平寺町立志比北小学校，福井市立円山小学校，敦賀市立中

郷小学校 

 福井大学教育地域科学部の実践報告「恐竜化石を用いた教育実践」（2016）

では，福井大学と永平寺町立志比北小学校，福井市立円山小学校，敦賀市立

中郷小学校との教育実践が報告されている。この実践では，学校の教室にお

いても，恐竜化石等の実物標本を用いることにより，実感を伴った理解を促

す理科授業を行うことを目的としている。そのため，大学が所有している化

石標本を貸し出し，直接触れることができるようにしている。 

この報告から，小学校にある化石は種類が少なく，子どもたちが興味を持

ちにくいことがあると分かった。本物に触れたり，有名な恐竜や地元の化石

であること知ったりすることによって，子どもたちの興味関心は高まること

も分かった。また，学習内容に関連する学年だけでなく，全校が見ることが

できる環境を作ることで，より多くの子どもが実物の化石に触れる体験を

し，恐竜や化石に対して興味を持つ機会を作ることにつながっていた。 

（3）加東市立三草小学校 

 この実践は，6 年理科「大地のつくり」の単元において，大地の営みがも

たらす恩恵と災いの両面を学習することを目的に，恐竜化石と地質フィール

ドワークを活かした授業を行っている。本授業では，大地の形成されるスケ

ールの大きさや，その営みに要する長い時間の尺度をフィールドワークにお

いて実感し，恐竜化石を活用して子どもたちの知的好奇心を喚起しようとし

ている。兵庫県では，篠山市と丹波市に分布する中生代白亜紀前期の地層

「篠山層群」から恐竜化石が発見され，小学理科への活用も推奨されてい

る。また，この授業では，地元で発掘された化石を用いている。それによ

り，発見された土地を実際に観察したり，実感を伴って土地のつくりや変化

を理解したりすることができるようになっている。また，3 人で分担して授

業を行っており，それぞれに詳しい人が担当することで，より理解しやすい

方法や環境で学習することができている。 
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以上のことから，地域の施設と小学校の連携によって，学校だけでは学ぶ

ことが難しい情報や体験を獲得することができる。事例収集を行い，各博物

館が，具体的な指導計画やプログラムを例示しており，学校との連携を図ろ

うとしていることが分かった。また，博物館見学だけでなく，講師派遣や体

験活動など様々な方法で，学校の希望に合わせて博物館の情報を提供できる

ようになっていた。学校は，地域の施設の特徴をつかみ，学習指導内容と照

らし合わせたり，博物館の職員と相談したりしながら連携することが求めら

れていることも明らかになった。 

 

4.奥出雲多根自然博物館を活用した授業構想 

 以上のことを踏まえ，奥出雲多根自然博物館を活用した授業構想は，奥出

雲多根自然博物館の展示内容と関わりの深い，第 6 学年「土地のつくりと変

化」の単元で行うこととした。 

この単元では，土地のつくりやでき方を多面的に調べる活動を通して，土

地のつくりや変化についての理解を図り，観察，実験，調査などに関する技

能を身に付けること，より妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決す

る力を身に付けることがねらいである。また，身近な地域の崖の様子を観察

したり，土地の成り立ちを調べたりするには，学校付近の土地についての知

識や素材が必要である。 

1）小学理科 6 年「土地のつくりと変化」の単元における教科書分析 

 先ず，博物館を活用した授業構想をするために，小学理科 6 年「土地のつ

くりと変化」の単元において，指導計画例や取り上げられている化石の種

類，資料ページの内容について，教科書 5 社を比較し分析を行った（表 1）。 

どの教科書でも，博物館と関連する魚，貝，アンモナイト，木の葉の化石

が多く掲載されていた。これらの化石は，多根自然博物館にも展示されてお

表 1 博物館と関わる小学理科の教科書の内容  
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り，教科書に載っている物を，実際に見ることができる環境があることが分

かった。しかし，恐竜について詳しく取り上げられているのは資料欄のペー

ジであり，単元指導計画上には学習する時間が配分されていないことが分か

った。 

2）奥出雲多根自然博物館を活用した単元計画 

 単元計画としては，島根県で取り扱われている東京書籍の教科書を基に，

先ず前半で 8 時間の土地のつくりや変化についての理解を概ね行った授業を

構想した。 

  表 2 「土地のつくりと変化」についての 8 時間目までの単元計画 

時 

間 

活動内容 教師の支援 

１
・
２
・
３ 

〇しま模様になって見えるのはどうしてだ

ろう。 

・崖の様子の資料写真を見て，大地の下が

どのようになっているのか考え，大地の

つくりについて問題を見いだす。  

・自分たちの地域にある崖の様子を観察す

る。また，崖から採取してきた物や火山

灰，ボーリング試料など，崖のしま模様

をつくっている物を調べる。（観察 1） 

・地域にある崖の場所を把握し，安全

確認や特徴など現地調査を行ってお

く。 

・全体を見る，部分的に見るなど，児

童によって見方が違うため，交流で

きるようにする。  

・観察をして分かったこと，気づきの

書き方や内容などを確認し，構成物

の違いを比較しやすくする。  

４ 

〇地層のそれぞれの層は，どのような物で

できているのだろう。  

・崖がしま模様に見える理由を考え，地層

についてまとめる。 

・複数の資料を提示し，地層の広がり

をイメージしやすくする。  

・層を作っている物の色，形，大きさ

に着目し，比較できるようにする。  

５ 

〇地層はどのようにしてできるのだろう。  

・地層のでき方についての問題を見いだす   

・流れる水の働きによる地層のでき方を予

想し，水槽に土を流し込むモデル実験を

通して調べる。（実験 1） 

・前時までに観察したことを基に，地

層のでき方を考えるようにする。  

・自然とモデルを結び付けられるよ

う，装置の役割や着目する点を確認

する。 

６
・
７ 

〇流れる水の働きによって，どのようにし

て地層ができるのだろう。  

・実験の結果から，水の働きによる地層の

でき方について考える。  

・水の働きによる地層のでき方や特徴につ

いて，まとめる。  

・化石について調べたり見たりして知る。 

・実験結果を基に，流れる水の働きと

地層のでき方の関係を考察する。  

・想像しやすいよう，化石が見つかっ

ている近くの地域を伝えたり，実物

を提示したりする。  

・化石の観察を通して，化石が生きて

いた時代を推論できるようにする。  

８ 

〇火山の働きによって，どのようにして地

層ができるのだろう。  

・火山の働きによる地層のでき方を調べ，

まとめる。（調査１）  

・火山の噴火の様子や地層のでき方に

ついて，教科書の写真やインターネ

ットで調べるようにする。  

・水の働きでできた地層と火山の働き

でできた地層を比較し，火山の力の

大きさなどに気づけるようにする。  

奥出雲多根自然博物館では，学習内容と展示内容が関連している部分は多

く，教科書や図鑑にあるような化石など，実物を観察することができる。そ

こで，8 時間目以降に発展学習として，恐竜を中心として扱う「授業Ａ」

と，恐竜・化石・鉱物・地層などを扱う「授業Ｂ」の 2 種類を行うことを考

えた。8 時間目までで学習内容を理解し，その後，発展学習として目的をも
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って博物館の資料を見ることで，博物館の展示内容の見え方も変化すると考

えた。 

3）授業Ａについて 

授業Ａは，恐竜を扱う授業である。教科書分析から，恐竜は，資料のペー

ジで取り上げられていることが分かったが，教科書の指導計画の中には，恐

竜について学習する時間は設けられていなかった。そのため，地域にある資

源を生かし，学習を深められるよう，「土地のつくりと変化」についての 8 時

間目までの計画の後に，恐竜について学習する計画を表 3 のように考えた。 

表 3 授業Ａにおける 9 時間目以降の計画 

9 時間目 資料を読み，日本で見つかった恐竜について知る  

10・11・12 時間
目 

恐竜について分からないこと，気になることを考え，博物館
で資料を見たり，学芸員にインタビューしたりする 

13 時間目 調べて分かったこと，伝えたいことをまとめる 

14 時間目 調べて分かったこと，実物を見て感じたことなどを踏まえ
て，自分なりの考察を発表する  

授業Ａは，恐竜について，疑問を見いだし調べる活動を通して，調べた結

果を基に恐竜がいた時代を想像したり推論したりすることができるようにす

る。また，実物を見ることで，大地や生命の変化などに関心をもち，実感を

伴った考察をすることができるようにすることを目的とした。 

この授業では，学芸員へインタビューを行ったり，展示物を観察したり，

調べ学習を行ったりする。化石や骨格標本を見ることによって，実際の大き

さや質感を実感することができ，更に恐竜や大地の変化に興味を持つことが

図 3 授業Ａ（恐竜を扱う授業）で扱える奥出雲多根自然博物館の資料  
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できると考える。また，実物を見ることによって知識と体験が結びつき，想

像しやすくなることで，明らかになっていない事柄についても，児童自身が

自分なりの答えを見つけ出そうとすることができると考える。 

奥出雲多根自然博物館には，図 3 のように，様々な恐竜の化石やレプリカ

が展示されており，発見された時代や場所，特徴などの解説が示されてい

る。授業Ａで予想される活動内容としては，恐竜の骨格などを見ることによ

って，大きさを実感することができる。また，恐竜の足跡なども化石になる

ことを知ったり，恐竜の歯の特長などに気づいたりすることで，恐竜が生き

ていた場所の環境や食性を探ることができる。他にも，恐竜の種類や恐竜の

分類の仕方などに学びを広げることもできると予想される。  

4）授業Ｂについて 

授業Ｂは，奥出雲多根自然博物館の様々な資料を活用する授業である。こ

の授業では，個別最適な学びのうち，児童の興味･関心に基づいて発展的に学

んでいく学習の個性化を目指すものである。奥出雲多根自然博物館の展示物

は本単元と関わりが深く，実物を見ることによって，大きさや質感を実感す

ることができる。調べ学習を行ったり体験活動に取り組んだりすることで，

個別最適な学びとなり，児童の活動に対する意欲は高まると考える。 

授業Ｂは，図 4・表 4 の通り，表 2 の 8 時間の単元に関する内容に基づい

て，さらに児童の興味・関心

に応じて，より多角的に問題

を見いだし，予想を立てたり

解決しようとしたりすること

で，学習内容に対する興味・

関心を高め，主体的に追究す

ることができるようにする。

また，実物を見たり専門家に

聞いたりすることを通して，

実感を伴った気づきや学びを

獲得し，自分なりの考えをもつことができるようにすることを目的とした。

また，調べ学習だけでなく，レプリカづくりやモデル実験などの体験学習を

行うことによって，より児童の興味に沿った学習をすることができる。未知

の部分を想像したり，明らかになっていることを基に推論したりする力を身

に付けることもできると考える。 

授業Ｂで予想される活動内容としては，博物館の資料（図 5 参照）を基

に，恐竜については，恐竜の骨から，体の輪郭を考えたり，体の色やその恐

竜がいた場所の様子を想像したりする活動が考えられる。また，化石につい

図 4 授業Ｂの流れ  
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ては，アンモナイトのレプリカづくりがある。 

 表 4 授業Ｂにおける 9 時間目以降の計画 

9 時間目 学習を振り返り，さらに調べたいことを考える 

10 時間目 興味をもった内容に関する問題を見いだし，予想を立てた
り調べ方を考えたりする 

11・12 時間目 博物館へ行き，実物を観察したり，インタビューをした
り，レプリカづくりをしたりする  

13 時間目 調べて分かったこと，伝えたいことをまとめる 

14 時間目 学んだことを発表し，共有する 

この活動では，体のつくりを学んだり，生きていた時の色を想像したりす

ることができる。また，博物館では，成り立ちの違う地層を 2 種類観察する

ことができる。この標本を観察することで，地層から土地の変化をつかむこ

とができ，時代によって変化した環境の様子を想像することができる。鉱物

では，鉱物の色の違いや形の特長に気づいたり，誕生石をさがしたりするこ

とができる。このように，様々な展示物を実際に見ることによって，児童の

想像は広がり，自分なりの気づきを得ることができると考える。 

 

5.おわりに 

 今回，奥出雲多根自然博物館を活用した小学校６年「土地のつくりと変

化」における発展的な学習の授業構想を行った。今後奥出雲多根自然博物館

に協力を依頼し，実際に構想した授業を実践し，その有効性を検証していく

ことが大切である。それによって，構想した授業の再検討をし，博物館を活

用した授業の一般化を図っていきたい。 

図 5 授業Ｂ（博物館の資料を扱う授業）で扱う奥出雲多根自然博物館の資料  
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 2 年後，奥出雲町の小学校は統合する。博物館との距離ができたり，児童

数が増えたりした場合にはどのような工夫が必要かについても検討するとと

もに，今後様々な地域の同様な施設等を活用した授業のあり方についても検

討していきたいと考える。 
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